
体
言
文
と
二
重
主
語

キ
ー
ワ
ー
ド
…
ー
王
吉
田

述
体

体

文

二
重
主
語

三四五

は
じ
め
に

述
体
と
構
文
関
係

述
体
と
体
言
文

体
言
文
の
内
部
構
造
と
二
平
車
王
語

お
わ
り
に

は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る
述
体
の
文
と
し
て
、
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述
語
を
持
つ
文
、

花

咲

く

。

主

語

述

語

を
掲
げ
る
な
ら
ば
、
併
記
し
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ま
た
、

象

は

鼻

が

長

い

。

主

語

付

主

語

口

述

語

と
い
う
文
は
、
二
つ
の
主
語
が
存
在
す
る
二
重
主
語
文
の
典
型
的
な
例
と
し
て

扱
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
草
野
清
民
が
『
帝
国
文
学
』
で
、

象
は
体
大
な
り
。

熊
は
力
強
し
。

「
主
語
」
「
述
語
」

は
自
明
の
こ
と
と

石

神

照

雄

等
の
文
を
例
に
、
「
象
」
を
「
総
主
」
と
名
付
け
「
国
語
ノ
特
有
セ
ル
語
法
|

総
主
」
(
草
野
一
八
九
九
)
に
よ
っ
て
議
論
し
た
も
の
に
等
し
い
(
注

1
1
以

来
、
日
本
文
法
論
に
は
多
く
の
蓄
積
が
あ
り
、
中
で
も
著
書
の
表
題
を
『
象
は

鼻
が
長
い
』
と
し
た
三
上
章
の
研
究
は
巷
聞
に
流
布
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ

れ
は
、
三
上
が
一
貫
し
て
日
本
語
の
構
文
構
造
の
解
明
を
志
向
し
た
こ
と
と
共

に
、
「
主
語
L

は
題
l
述
関
係
と
格
関
係
へ
と
解
体
す
べ
し
と
い
う
象
徴
的
な

主
張
に
与
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

日
常
的
な
表
現
に
於
い
て
、
日
本
語
に
主
語
は
あ
る
の
か
或
い
は
な
い
の
か
、

を
問
う
な
ら
ば
、
二
一
上
が
「
中
等
文
法
批
判
」
と
し
て
、
主
に
教
育
的
な
問
題

に
関
連
し
て
掲
げ
た
言
説
(
三
上
一
九
五
三
)
は
事
実
の
整
理
と
し
て
は
今
日

で
も
有
効
性
を
持
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
厳
密
に
学
理
と
し
て
の
水
準
と
重
な

る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
日
本
語
の
文
は
、
題
目
(
主
題
)
を
持
つ
文
を
有
題

文
(
題
示
的
叙
述
)
、
題
目
を
持
た
な
い
文
を
無
題
文
(
無
題
的
叙
述
〉
と
い

う
二
つ
の
様
式
に
分
析
で
き
る
。
こ
れ
は
、
松
下
大
コ
一
郎
の
研
究
に
よ
り
夙
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
(
松
下
一
九
二
四
、
一
九
二
八
、
一
九
三

O
〉
。
ま
た
、
題
目
の
議
論
の
支
え
と
な
る
助
詞
論
に
関
し
て
は
、
文
の
原
理

と
の
関
連
で
、
山
田
文
法
の
研
究
成
果
が
あ
り
、
文
論
と
助
調
論
の
展
開
に
は

百
年
の
伝
統
が
あ
る
(
山
田
一
九

O
八
、
一
九
三
六
、
佐
久
間
一
九
四

O
、
森

重
一
九
五
九
、
一
九
六
五
、
一
九
七
一
、
大
野
一
九
九
三
)
。

三
上
は
、
右
の
研
究
の
初
期
に
当
た
る
根
幹
的
な
も
の
と
繋
が
り
を
有
し
な

が
ら
、
直
接
に
は
「
主
語
」
を
解
体
し
、
二
重
主
語
文
を
、
題
目
論
で
有
題
文
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と
し
て
取
り
上
げ
る
。
(
三
一
上
一
九
六

O
)。
だ
が
、
文
法
論
が
文
の
原
理
を
追

究
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
文
で
あ
る
こ
と
を
支
え
る
論
理
は
寧
ろ
無
題
文
に
要
請

さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
述
語
が
あ
る
こ
と
の
意
味
と
形
式
を
問
う
こ
と
で
あ
り
、

述
語
と
い
う
概
念
に
は
同
時
に
自
ず
と
主
語
が
導
か
れ
る
。
述
体
の
論
理
で
あ

る
。
自
ず
と
な
ど
と
言
え
ば
、
三
上
に
と
っ
て
は
文
法
の
自
主
自
律
的
な
研
究

の
喪
失
と
も
映
ろ
う
。
だ
が
、
仮
に
三
上
に
従
い
、
主
語
を
解
体
し
、
主
述

関
係
を
超
え
る
も
の
と
し
て
、
有
題
文
の
題
述
関
係
を
設
定
し
た
に
し
て
も
、

次
の
よ
う
な
認
識
と
課
題
を
、
依
然
と
し
て
我
々
は
抱
え
た
ま
ま
で
あ
る
。

・
述
語
は
他
の
成
分
に
優
先
し
て
構
文
上
に
あ
り
、
述
体
文
の
前
提
的
存

在
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
在
り
方
は
ど
の
よ
う
な
論
理
で
あ
る
か
。

-
述
語
及
び
格
関
係
に
は
、
文
の
内
部
構
造
を
実
質
的
に
担
う
概
念
語
、

即
ち
用
言
、
体
言
が
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
在
り
方
は
ど
の
よ
う
な
論
理

で
あ
る
か
。

・
文
の
意
味
規
定
に
関
与
す
る
関
係
語
(
助
調
、
及
び
相
当
吉
田
)
が
あ
る
。

そ
の
根
拠
と
在
り
方
は
ど
の
よ
う
な
論
理
で
あ
る
か
。

右
の
最
初
に
於
い
て
、
述
語
を
題
目
と
読
み
替
え
る
な
ら
ば
、
次
の
こ
と
が

直
ち
に
知
ら
れ
る
。

有
題
文
を
支
え
る
題
i
述
関
係
、
即
ち
助
調
ハ
で
切
り
取
ら
れ
る
先
行
部
分

を
題
目
、
後
続
を
解
説
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
題
目
i
解
説
関
係
の
根
拠
と
在

り
方
は
自
明
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
一
般
に
述
語
が
前
提
的
で
あ
る
こ
と
は

文
末
と
い
う
位
置
に
よ
る
地
位
を
以
て
す
る
の
で
あ
り
、
本
質
を
追
究
し
て
の

立
論
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
題
目
も
文
頭
に
位
置
す
る
こ
と
を

助
詞
で
補
完
さ
れ
た
地
位
で
あ
る
、
と
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

主
述
関
係
の
主
語
が
、
一
二
上
が
捉
え
る
よ
う
に
、
構
文
関
係
上
腰
昧
な
も
の

で
、
解
体
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
論
理
は
題
目
解
説

関
係
の
解
説
に
も
累
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

山
田
文
法
の
名
で
世
に
あ
る
文
法
研
究
は
、
一
巻
に
纏
め
上
げ
ら
れ
た
『
日

本
文
法
論
』
(
山
田
一
九

O
八
)
か
ら
し
て
も
百
年
を
迎
え
た
。
こ
の
文
法
論

に
導
か
れ
、
喚
体
、
述
体
と
い
う
分
類
を
踏
ま
え
、
文
の
原
理
を
追
究
し
よ
う

と
い
う
者
に
と
り
、
述
体
文
、
中
で
も
述
語
の
地
位
を
体
言
が
占
め
る
文
の
意

味
と
形
式
の
分
析
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
用
言
述
語
の
文
が
、
事
態

を
象
る
も
の
と
し
て
、
実
体
と
属
性
の
相
闘
を
体
言
と
用
言
が
担
う
。
こ
れ
に

対
し
、
体
言
述
語
の
文
で
は
、
文
を
組
み
立
て
る
二
つ
の
体
言
は
、
単
な
る
事

態
の
再
現
と
し
て
あ
る
も
の
で
は
な
い
(
石
神
二

O
O五
、
二

O
O七
a
)
。

本
稿
に
先
立
ち
、
筆
者
は
体
言
文
及
び
特
殊
な
体
言
文
と
し
て
扱
わ
れ
る
ウ

ナ
ギ
文
の
追
究
を
行
っ
た
(
二

O
O七
b
)
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
、

日
本
語
の
文
と
し
て
広
く
見
ら
れ
る
二
重
主
語
文
を
考
え
る
新
た
な
契
機
を
、

体
言
文
に
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

述
体
と
構
文
関
係

日
本
語
に
あ
る
構
文
関
係
は
主
語
l
述
語
関
係
で
は
な
く
、
題
目
(
主
題
)

|
解
説
(
叙
述
〉
関
係
で
あ
る
。
三
上
章
は
こ
の
よ
う
に
宣
言
し
主
語
の
議
論

を
収
数
さ
せ
よ
う
と
し
た
(
一
二
上
一
九
五
三
、
一
九
六

O
)。
し
か
し
な
が
ら
、

題
目
|
解
説
関
係
の
基
盤
に
あ
る
も
の
は
述
体
の
文
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
失

念
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
述
体
文
を
基
底
と
し
、
格
関
係
の
一
つ
に
焦
点
を

当
て
取
り
立
て
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
標
識
と
な
る
係
助
調
を
添
付
し
て
文

頭
に
据
え
る
。
こ
の
よ
う
な
構
文
的
操
作
の
一
連
を
以
て
、
題
目
(
当
該
格
の

実
質
の
体
一
一
弓
、
解
説
(
剰
余
の
述
体
文
)
、
と
い
う
二
項
を
構
文
上
に
設
定
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
格
関
係
が
述
語
用
言
に
対
し
て
放
射
状
、
即
ち
序
列
な

し
で
同
等
に
あ
り
、
文
末
述
語
以
外
の
語
序
は
位
置
自
由
、
と
い
う
構
文
観
か

ら
す
れ
ば
、
題
目
と
は
、
述
体
文
の
部
分
に
対
し
て
行
わ
れ
た
潤
色
と
提
示
で
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あ
る
。
題
目
|
解
説
関
係
の
文
と
は
、
特
殊
化
さ
れ
た
述
体
文
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
述
体
の
自
ず
か
ら
な
る
関
係
が
決
定
的
に
解
体
さ
れ
、
新
た
な
構
文
論

理
が
設
定
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

三
上
は
、日
本
語
の
文
法
的
手
段
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
の
は
テ
ニ
ヲ
ハ
で
す
。

中
で
も
ハ
で
す
。
本
書
は
、
問
題
を
そ
の
ハ
一
つ
に
絞
っ
て
、
日
本
文
法

の
土
台
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。
兼
務
(
代
行
)
と
い
う

の
が
中
心
概
念
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
は
ガ
ノ
ニ
ヲ
を
兼
務
(
代

行
)
す
る
、
と
い
う
の
で
す
。

と
宣
言
す
る
(
三
上
一
九
六

O
、
は
し
が
き
)
。
「
兼
務
」
と
は
初
版
を
訂
正
し

た
こ
と
に
よ
る
変
更
で
あ
る
が
、
初
版
の
「
代
行
」
と
も
ど
も
、
述
体
文
の
格

関
係
に
機
能
の
累
加
を
為
す
も
の
が
助
詞
ハ
で
あ
る
、
と
捉
え
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
機
能
に
基
づ
く
議
論
で
あ
る
。
部
分
(
題
目
、
解
説
)
を
統
べ
る
も
の

と
し
て
全
体

(
X
一
未
詳
)
が
あ
る
、
と
い
う
論
理
を
根
拠
に
し
て
、
題
目

解
説
関
係
の
解
明
を
目
指
す
と
い
っ
た
本
質
論
で
は
な
い
。

主
ー
述
関
係
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
日
本
語
の
構
文
論
に
在
っ
て
は
不
当

不
備
で
あ
る
と
し
、
新
た
な
展
望
を
開
く
た
め
に
導
入
さ
れ
た
の
が
題
|
述
関

係
、
即
ち
題
目
|
解
説
関
係
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
言
及
す
れ
ば
、
日
本
語
文
の

総
て
の
在
り
方
が
解
明
さ
れ
る
が
如
き
に
見
な
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
事
実
は
、
述
体
の
総
て
が
題
目
l
解
説
関
係
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
題
目
の
な
い
述
体
の
文
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
構
文
論
に
題
目
|
解

説
関
係
を
取
り
上
げ
た
か
ら
と
て
、
述
体
の
本
質
問
題
は
厳
然
と
し
て
在
る
の

で
あ
る
(
石
神
一
九
八
九
)
。

有
題
文
の
基
底
を
務
め
る
述
体
文
を
前
提
的
に
設
定
し
て
お
き
、
こ
れ
に
題

目
有
り
(
当
該
格
の
実
質
の
体
一
言
)
と
す
れ
ば
、
結
果
と
し
て
浮
か
ぶ
の
が
解

説
(
剰
余
の
述
体
文
)
と
な
る
。
こ
こ
に
於
い
て
、
日
本
語
の
構
文
関
係
は
主
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語
ー
述
語
関
係
で
は
な
く
、
題
目
|
解
説
関
係
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
題
目
で
あ
る
こ
と
、
解
説
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
の
論
理
が
要
請
さ
れ

よトヮ。し
か
し
な
が
ら
、
三
上
が
展
開
し
た
議
論
は
概
ね
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
0
2
一
上
一
九
五
一
二
、
一
九
六

0
1
「
主
語
」
を
解
体
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
方
の
側
に
、
文
の
素
材
と
な
る
事
態
の
論
理
関
係
を
、
格
関
係
と
し
て
追
究

す
る
。
こ
れ
は
、
文
末
を
コ
ト
と
い
う
形
式
名
詞
に
よ
り
連
体
関
係
を
構
成
し
、

抽
出
で
き
る
準
体
句
を
以
て
、
有
題
に
対
し
て
基
底
と
な
る
文
、
即
ち
無
題
の

文
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
他
方
の
側
に
、
日
本
語
の
文
を
統
べ
る
構

文
関
係
と
し
て
題
目
|
解
説
関
係
を
設
定
す
る
。
即
ち
、
日
本
語
の
構
文
関
係

に
あ
る
の
は
、
格
関
係
と
、
題
目
と
解
説
に
よ
る
題
|
述
関
係
で
あ
る
と
し
た

の
で
あ
る
。

日
本
語
で
は
「
述
語
」
は
文
末
に
位
置
す
る
。
述
語
の
不
在
現
象
は
、
感
動

応
答
な
ど
の
一
語
文
か
喚
体
文
、
或
い
は
述
体
で
あ
る
が
略
体
と
し
て
の
も
の

で
あ
る
。
日
常
の
表
現
を
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
文
に
述
語
は
前
提
的

に
あ
る
。
文
法
論
が
議
論
の
出
発
を
こ
の
点
に
置
く
と
き
、
主
語
と
称
す
る
も

の
は
成
分
関
係
を
組
み
立
て
る
一
つ
で
あ
る
。
格
関
係
群
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ

る
単
な
る
一
つ
を
「
主
語
」
な
ど
と
借
称
し
て
い
る
、
と
い
う
認
識
が
生
み
出

さ
れ
る
。
い
ま
、
「
主
語
」
の
解
体
論
が
右
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
次
の
事
へ
と
波

及
す
る
。
即
ち
「
題
目
」
は
形
態
か
ら
す
る
と
明
示
的
な
存
在
で
、
題
目
|
解

説
関
係
を
捉
え
る
と
き
前
提
的
で
あ
る
。
こ
の
点
は
「
述
語
」
が
文
末
に
位
置

す
る
に
等
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
解
説
」
は
剰
余
の
述
体
文
で
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
暖
昧
な
も
の
で
は
な
い
か
。
暖
昧
な
も
の
は
解
体

さ
れ
明
示
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
主
語
」
を
巡
っ
て
展
開
さ
れ
た
議

論
を
、
「
解
説
」
に
於
い
て
も
同
様
に
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
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題
目
解
説
関
係
を
、
日
本
語
の
構
文
論
理
に
登
場
さ
せ
る
に
し
て
も
、
そ

れ
が
基
底
の
述
体
に
対
す
る
追
究
を
欠
く
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
直
ち
に
日
本

語
の
法
則
と
し
て
有
効
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
題
目
|
解
説
関
係

が
上
位
の
地
位
を
占
め
、
日
本
語
の
文
の
在
り
方
を
束
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
。

題
目
解
説
の
有
題
文
は
「
種
」
の
地
位
、
述
体
文
は
「
類
」
の
地
位
と
い
う

階
層
関
係
に
厳
然
と
し
て
在
る
。
有
題
文
は
特
殊
な
述
体
文
で
あ
る
。
述
体
を

主
語
述
語
関
係
を
以
て
あ
る
も
の
と
言
う
な
ら
ば
、
題
目
|
解
説
関
係
の
有

題
文
と
は
、
特
殊
な
主
語
i
述
語
関
係
を
以
て
あ
る
も
の
を
意
味
す
る
。

述
体
と
体
言
文

花
咲
く
。

と
い
う
文
を
例
に
、
山
田
文
法
が
説
く
述
体
の
論
理
を
図
式
化
す
る
な
ら
ば
、

文
の
形
式
と
し
て
、
主
語
と
述
語
が
ど
の
よ
う
に
在
る
か
が
分
明
と
な
る
。

・

花

咲

く

0

・

主

語

述

語

。

・
花
*
(
陳
述
)
咲
く
*
(
陳
述
〉

・
体
言
*
(
陳
述
)
用
言
*
(
陳
述
)

・
[
花
咲
く
(
実
質
〉
]
咲
く
(
陳
述
)

・
[
体
言
用
言
(
実
質
)
]
|
用
言
(
陳
述
)

・
[
主
格
l
賓

格

]

|

述

格

・

[

実

体

|

属

性

]

|

繋

辞

右
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
文
の
形
式
を
担
う
主
語
、
述
語
は
、
主
格
、
賓

格
が
述
格
の
関
与
を
受
け
相
関
し
て
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
述
語
で
あ

る
こ
と
、
同
じ
く
主
語
で
あ
る
こ
と
は
、
前
提
的
に
決
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
実
体
と
属
性
の
相
聞
を
以
て
事
態
を
象
る
と
す
る
分
析
判
断
に
依
拠
し
た

も
の
で
あ
る
。
実
体
(
花
)
で
あ
る
こ
と
、
属
性
(
咲
く
)
で
あ
る
こ
と
、
こ

れ
ら
が
統
べ
ら
れ
る
こ
と
の
根
拠
は
、
各
々
が
全
体
で
あ
る
事
態
(
花
咲
く
コ

ト
)
の
部
分
で
あ
る
と
発
言
者
に
よ
っ
て
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

各
々
を
表
す
語
と
し
て
あ
る
、
体
言
「
花
」
、
用
言
「
咲
く
」
が
語
序
を
為
す

こ
と
で
、
内
容
の
統
一
と
形
式
の
完
結
と
が
実
現
し
、
事
態
を
象
っ
た
文
と
し

て
の
承
認
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
文
に
判
断
が
あ
る
と
は
一
連
の
経
緯
を
関
係

的
に
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

い
ま
、
右
の
述
体
の
論
理
に
、
主
格
U
体
言
「
太
郎
」
、
賓
格
H
体
言
「
大

学
生
」
、
述
格
H
形
式
用
言
「
だ
」
と
配
し
、
助
詞
の
関
与
に
つ
い
て
は
問
わ

な
い
と
す
れ
ば
、
体
言
文
と
し
て
、

太
郎
は
大
学
生
だ
。

が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
用
言
文
と
等
し
い
位
格
関
係
と
文
の
形
式
(
主
語
|
述

語
)
が
あ
る
。
但
し
用
言
文
の
賓
格
を
担
う
も
の
は
属
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
よ
り
す
れ
ば
、
体
言
文
の
賓
格
体
言
は
、
実
体
と
し
て
で
は
な
く
、
属
性
的

に
機
能
し
て
い
る
と
の
解
釈
を
生
む
。

イ
ナ
ゴ
は
害
虫
だ
。
(
体
言
文
)

イ
ナ
ゴ
は
有
害
な
虫
だ
。
(
体
言
文
)

イ
ナ
ゴ
は
有
害
な
も
の
だ
。
(
体
言
文
)

イ
ナ
ゴ
は
有
害
だ
。
(
用
言
文
)

イ
ナ
ゴ
は
ま
が
ま
が
し
い
。
(
用
言
文
)

右
に
掲
げ
た
例
文
か
ら
、
体
言
文
が
解
説
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
と
き
、

形
容
詞
を
述
語
と
す
る
文
と
の
意
味
的
近
似
性
が
把
握
さ
れ
る
。
ま
た
、
概
念

聞
の
包
摂
関
係
性
を
以
て
、
名
詞
述
語
文
と
形
容
調
述
語
文
と
を
同
一
の
括
り

の
も
の
と
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
(
佐
久
間
一
九
四
一
、
三
上
一
九
五
三
、

川
端
一
九
五
八
、
注
2
)
。

右
は
、
語
が
文
の
部
分
を
成
す
と
き
、
担
う
概
念
の
在
り
方
を
問
う
こ
と
で



体言文と二重主語

あ
る
。
山
口
光
は
、
体
言
が
概
念
と
し
て
担
う
内
容
に
着
目
し
、
助
詞
と
の
組

み
合
わ
せ
か
ら
体
言
文
の
意
味
規
定
を
説
く
(
山
口
一
九
七
五
)
。

-
太
郎
は
大
学
生
だ
。
外
延
十
内
包
一
正
規
解
説
文
一
内
包
の
規
定

2
大
学
生
は
太
郎
だ
。
内
包
+
外
延
一
正
規
指
定
文
一
外
延
の
指
定

3
太
郎
が
大
学
生
だ
。
外
延
+
内
包
一
転
位
指
定
文
一
外
延
の
強
調
指
定

4
大
学
生
が
太
郎
だ
。
内
包
+
外
延
二
転
位
解
説
文
一
内
包
の
強
調
規
定

こ
こ
で
、
文
を
構
成
す
る
体
言
は
、

[
〈
太
郎
一
外
延
〉
〈
大
学
生
一
内
包
〉
]

と
い
う
よ
う
に
、
表
示
す
る
概
念
の
役
割
を
分
担
す
る
。
意
味
の
近
似
か
ら
、

形
容
調
文
の
枠
に
体
言
文
を
入
れ
た
こ
と
は
、
文
1
の
形
式
で
後
項
の
体
言
に

内
包
を
担
わ
せ
「

1
的
/
性
+
ダ
」
と
い
う
意
味
の
述
語
を
設
定
を
し
た
こ

と
に
な
る
。

こ
こ
に
述
べ
た
体
言
文
は
、
概
念
の
階
層
関
係
の
中
で
、
個
日
太
郎
、
種
U

大
学
生
、
と
い
う
相
関
関
係
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
、

5
鯨
は
晴
乳
動
物
だ
。
外
延
+
内
包
一
正
規
解
説
文
一
内
包
の
規
定

6
晴
乳
動
物
は
鯨
だ
。
内
包
+
外
延
一
正
規
指
定
文
一
外
延
の
指
定

7
鯨
が
晴
乳
動
物
だ
。
外
延
+
内
包
一
転
位
指
定
文
一
外
延
の
強
調
指
定

8
晴
乳
動
物
が
鯨
だ
。
内
包
+
外
延
一
転
位
解
説
文
一
内
包
の
強
調
規
定

[
〈
鯨
一
外
延
〉
〈
晴
乳
動
物
一
内
包
〉
]

と
い
う
よ
う
に
、
種
H
鯨
、
類
H
晴
乳
動
物
、
と
い
う
概
念
の
相
関
関
係
の
も

の
も
あ
る
(
注

3
1

体
言
文
に
於
い
て
、
文
の
意
味
の
根
拠
を
為
す
の
は
、
外
延
、
内
包
と
い
う

観
点
で
体
言
の
概
念
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
相
互
の
体
言
が
階
層
関
係
の
中

で
ど
の
地
位
を
占
め
る
か
に
帰
す
る
。
相
関
す
る
二
つ
の
体
言
が
包
摂
性
を
担

う
こ
と
を
前
提
に
、

[
〈
下
位
の
概
念
一
外
延
表
示
〉
〈
上
位
の
概
念
一
内
包
表
示
〉
]
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と
い
う
役
割
を
与
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
実
体
と
属
性
で
事
態
を
象
る
用
言
文

が
自
ら
の
形
式
と
し
て
い
る
主
語
|
述
語
関
係
が
体
言
文
に
も
あ
る
、
と
す
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
げ
た
体
言
文
は
一
般
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

我
々
が
持
っ
て
い
る
知
識
の
一
般
的
な
体
系
を
根
拠
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。

四

体
言
文
の
内
部
構
造
と
二
重
主
語

体
言
文
と
言
え
ば
、
一
般
に
我
々
が
意
識
す
る
も
の
は
、
先
に
述
べ
た
概
念

の
階
層
関
係
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
象
的
に
は
二

体
言
が
相
関
す
る
文
で
あ
る
が
、
特
殊
な
体
言
文
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

ボ
ク
は
ウ
ナ
ギ
だ
。

太
郎
は
納
豆
だ
。

と
い
う
よ
う
に
、
概
念
の
階
層
関
係
の
中
に
、
二
つ
の
体
言
の
地
位
を
相
関
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
場
面
に
依
存
し
た
在
り
方
で
使
用
さ
れ

る
臨
時
的
な
構
文
と
了
解
さ
れ
る
も
の
で
、
例
に
挙
げ
た
も
の
を
代
表
と
し
て

「
ウ
ナ
ギ
文
」
と
称
さ
れ
る
。
仮
に
、
こ
れ
ら
に
解
説
の
意
味
規
定
が
与
え
ら

れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
文
を
通
し
て
、
階
層
関
係
を
裏
付
け
る
知
識
の
体
系
や
、

そ
の
根
拠
と
な
る
世
界
が
、
我
々
が
今
此
処
に
在
る
と
す
る
世
界
と
は
、
別
に
、

存
在
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
先
に
、
一
般
の
体
言
文
と

ウ
ナ
ギ
文
の
内
部
構
造
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
(
石
神
二

O
O七
b
、
二

O

O
八
三
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
体
言
文
と
し
て
の
内
部
構
造
の
分
析

を
行
う
。

さ
て
、
こ
こ
に
ウ
ナ
ギ
文
も
一
般
の
体
言
文
も
、
共
に
二
体
言
に
よ
る
文
で

あ
る
こ
と
を
検
討
す
れ
ば
、
次
の
こ
と
が
判
明
す
る
。
即
ち
、
ウ
ナ
ギ
文
が
解

説
文
と
異
な
る
点
は
、
体
言
が
表
す
概
念
の
役
割
関
係
で
あ
る
。

太
郎
は
大
学
生
だ
。
(
解
説
文
)



[
〈
太
郎
一
外
延
〉
〈
大
学
生
一
内
包
〉
]

太
郎
は
納
豆
だ
。
(
ウ
ナ
ギ
文
)

H

[
〈
太
郎
一
外
延
〉
〈
納
豆
一
外
延
〉
]

こ
こ
に
見
る
よ
う
に
、
ウ
ナ
ギ
文
の
述
語
体
言
は
、
内
包
性
を
発
揮
す
る
こ

と
な
く
、
外
延
を
表
す
も
の
と
し
て
あ
る
。
ウ
ナ
ギ
文
の
二
体
言
に
は
概
念
聞

の
階
層
関
係
は
生
じ
な
い
。
ウ
ナ
ギ
文
は
、
文
脈
を
離
れ
て
は
意
味
を
為
さ
な

い
。
と
い
う
こ
と
は
、
文
脈
に
、
二
体
言
を
結
ぶ
関
係
の
枠
組
が
潜
在
的
に
在

る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
す
る
こ
と
で
、
ウ
ナ
ギ
文
は
意
味
あ
る
文
と

し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ
ナ
ギ
文
を
支
え
る
枠
組
は
文
脈
に
依
存
し
臨
時
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

一
般
の
体
言
文
で
は
文
脈
に
依
存
せ
ず
恒
常
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

根
拠
は
、
階
層
関
係
の
中
に
あ
る
相
関
す
る
概
念
を
措
い
て
他
に
は
な
い
。

次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
ウ
ナ
ギ
文
で
は
、

太
郎
は
納
豆
だ
。
(
ウ
ナ
ギ
文
)

と
い
う
場
合
、
二
体
言
が
表
す
概
念
を
結
ぶ
枠
組
関
係
は
可
能
性
と
し
て
は
無

限
に
想
定
で
き
る
。

〈
太
郎
〉
|
〈
納
豆
〉

〈
太
郎
〉
|
〈
納
豆
〉

〈
太
郎
〉
|
〈
納
豆
〉
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〈
苦
手
な
食
物
〉

〈
好
ん
で
よ
く
食
べ
る
食
物
H
好
物
〉

〈
幼
い
頃
を
思
い
出
す
食
物
〉

人
物
と
食
物
と
い
う
こ
つ
の
概
念
を
具
体
化
し
て
、
そ
の
聞
を
具
体
的
に
結
ぶ

枠
組
関
係
が
幾
つ
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
統
べ
る
中
核
の
概
念
が
臨
時
的
に
設
定

可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
一
つ
の
ウ
ナ
ギ
文
の
形
式
が
、
枠
組
の

状
況
に
よ
っ
て
文
の
意
味
を
組
み
替
え
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
解
説
文
で
は
、
例
え
ば
、

太
郎
は
大
学
生
だ
。
(
解
説
文
)

〈
太
郎
〉
|
〈
大
学
生
〉
一
〈
身
分
〉

と
い
う
よ
う
に
、
枠
組
関
係
は
唯
一
と
な
る
。
人
物
と
社
会
的
地
位
と
い
う
組

み
立
て
で
あ
る
。
述
語
の
上
位
概
念
は
、
主
語
の
下
位
概
念
と
階
層
的
に
あ
る

こ
と
で
、
二
つ
の
概
念
を
貫
く
関
係
性
の
実
質
を
、
枠
組
関
係
か
ら
付
託
さ
れ

て
い
る
。
「
大
学
生
」
は
我
々
の
知
識
の
体
系
で
、
〈
身
分
〉
と
い
う
概
念
に
包

摂
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
枠
組
関
係
は
、
上
位
概
念
に
、
関
係
の
実
質
を
付
託

し
た
こ
と
に
よ
り
自
身
が
中
核
概
念
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
潜
在
化
し
て

い
る
。右
の
こ
と
は
次
の
こ
と
を
導
く
。
ウ
ナ
ギ
文
に
於
い
て
は
、
枠
組
関
係
が
非

表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
脈
情
報
次
第
で
は
別
の
内
容
の
文
と
い
う
こ
と
が

有
り
得
る
。
こ
れ
に
対
し
、
解
説
文
に
於
い
て
は
、
内
容
は
常
に
一
定
で
あ
る
。

ウ
ナ
ギ
文
は
、
枠
組
関
係
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
内
部
構
造
を
、

太
郎
は
納
豆
だ
。
(
ウ
ナ
ギ
文
)

太
郎
は
、
苦
手
な
食
物
に
関
し
て
は
、
納
豆
だ
。
(
枠
組
関
係
の
文
)

と
い
う
よ
う
に
、
枠
組
関
係
が
、
主
語
と
述
語
の
二
つ
の
概
念
を
統
べ
る
関
係

を
構
成
す
る
文
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
ま
た
、

太
郎
が
苦
手
な
食
物
を
持
っ
て
い
る
。
/
太
郎
に
苦
手
な
食
物
が
あ
る
。

(
現
象
文
/
存
在
文
)

(
ソ
ノ
)
苦
手
な
食
物
は
納
一
旦
だ
。
(
指
定
文
)

と
い
う
よ
う
に
、
枠
組
関
係
の
文
に
、
内
実
と
し
て
、
二
系
統
の
文
が
連
文
的

に
相
関
し
て
あ
る
の
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
ウ
ナ
ギ
文
の
体
言
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
枠
組
関
係
(
実
際
的
に
は
中
核
の
概
念
)
と
関
係
し
て
文
を
為
し
、
そ
れ
と

同
時
に
、
連
文
関
係
的
な
相
関
関
係
に
あ
る
。
ウ
ナ
ギ
文
は
、
現
象
的
に
は
、

二
体
言
が
並
ん
で
あ
る
こ
と
で
、
用
言
文
め
か
し
た
姿
で
は
あ
る
が
、
内
実
は
、



枠
組
関
係
を
介
し
て
の
連
文
的
相
闘
を
内
部
構
造
と
し
て
持
つ
複
合
文
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

体言文と二重主語

さ
て
、
こ
こ
で
ウ
ナ
ギ
文
の
解
析
に
準
え
る
な
ら
ば
、
解
説
の
二
体
言
文
に

つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

太
郎
は
大
学
生
だ
。
(
解
説
文
)

H

[
〈
太
郎
一
外
延
〉
〈
大
学
生
一
内
包
〉
]

太
郎
は
、
身
分
に
関
し
て
は
、
大
学
生
だ
。
(
枠
組
関
係
の
文
)

U

[
〈
太
郎
一
外
延
〉
〈
身
分
一
枠
組
関
係
〉
〈
大
学
生
一
外
延
〉
]

〈
太
郎
〉
〈
大
学
生
〉
一
〈
身
分
〉

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
大
学
生
」
は
、
概
念
聞
の
関
係
性
が
付
託
さ
れ
た
二

体
言
文
で
の
在
り
方
と
、
枠
組
関
係
の
中
核
概
念
〈
身
分
〉
が
抽
出
さ
れ
た
枠

組
関
係
文
の
と
で
は
異
な
り
を
示
す
。
そ
し
て
、
ウ
ナ
ギ
文
と
同
じ
く
、

太
郎
が
身
分
を
持
っ
て
い
る
。
/
太
郎
に
身
分
が
あ
る
。
(
現
象
文
/
存

在
文
)

(
ソ
ノ
)
身
分
は
大
学
生
だ
。
(
指
定
文
)

と
い
う
よ
う
に
、
二
系
統
の
文
が
連
文
関
係
的
に
相
関
す
る
。
解
説
文
は
連
文

的
相
闘
を
内
実
と
す
る
複
合
文
で
あ
る
。

右
の
検
討
か
ら
次
の
こ
と
を
結
論
と
し
て
得
る
。

ウ
ナ
ギ
文
と
解
説
文
に
は
、
表
面
的
に
は
意
味
規
定
が
異
な
る
の
で
あ
る
が
、

枠
組
関
係
に
於
い
て
解
析
す
る
と
き
、
両
者
の
内
部
構
造
は
同
じ
で
あ
る
。
解

説
文
の
二
項
の
体
言
も
枠
組
関
係
に
支
え
ら
れ
、
文
の
内
実
を
成
す
二
系
統
の

文
か
ら
、身
分
を
持
っ
て
い
る
[
太
郎
]
/
身
分
が
あ
る
[
太
郎
]

身
分
と
し
て
指
定
さ
れ
た
[
大
学
生
]

と
い
う
連
体
関
係
に
あ
る
こ
と
で
、
意
味
規
定
を
担
当
す
る
の
で
あ
る
。
体
言
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が
形
容
調
相
当
の
機
能
を
負
う
の
は
、
二
体
言
文
を
支
え
る
枠
組
関
係
が
根
拠

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ウ
ナ
ギ
文
と
解
説
文
は
、

太
郎
は
納
豆
だ
。
(
ウ
ナ
ギ
文
)

太
郎
は
大
学
生
だ
。
(
解
説
文
)

と
い
う
よ
う
に
、
二
つ
の
体
言
に
よ
る
二
項
関
係
で
あ
る
が
、
枠
組
関
係
に
於

い
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

太
郎
は
、
苦
手
な
食
物
に
関
し
て
は
、
納
豆
だ
。
(
枠
組
関
係
の
文
)

太
郎
は
、
身
分
に
関
し
て
は
、
大
学
生
だ
。
(
枠
組
関
係
の
文
)

と
い
う
よ
う
に
、
一
二
項
関
係
へ
と
形
式
が
転
換
す
る
。

右
は
、
二
体
言
文
に
於
い
て
潜
在
し
て
い
た
枠
組
関
係
が
体
言
文
の
形
式
を

断
ち
割
っ
て
顕
在
化
し
、
部
分
の
二
体
言
を
統
べ
る
全
体
と
し
て
の
姿
を
露
わ

に
示
す
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
語
の
基
本
的
な
構
文
関
係
を
、
題
目
を

持
つ
有
題
文
と
そ
の
基
底
と
な
る
格
関
係
(
無
題
文
)
と
す
る
と
き
、
題
目
は

基
底
の
格
関
係
へ
戻
る
も
の
と
さ
れ
る
。
枠
組
関
係
の
文
は
現
象
的
に
は
助
詞

ハ
を
組
み
込
み
有
題
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
戻
し
た
格
関
係
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
有
題
と
格
関
係
と
い
う
構
文
関
係
で
の
分
析
は
、
用
言
述
語

文
限
り
の
こ
と
で
、
体
言
述
語
文
に
於
い
て
は
、
こ
れ
と
異
な
る
論
理
展
開
が

追
究
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

右
に
関
連
し
て
、
体
言
文
が
潜
在
す
る
枠
組
関
係
を
露
わ
に
す
る
も
の
と
し

て
他
に
、太
郎
は
納
豆
が
苦
手
な
食
物
だ
。
(
ウ
ナ
ギ
文
↓
二
重
主
語
文
)

太
郎
は
大
学
生
が
身
分
だ
。
(
解
説
文
↓
二
重
主
語
文
〉

と
い
う
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
所
謂
二
重
主
語
の
文
で
あ
る
。
述
語
の
前
に
、
助

詞
の
ハ
と
ガ
を
従
え
た
二
つ
の
項
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
右
の
も
の
は
項
を
入
れ
替
え
て
、
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太
郎
は
苦
手
な
食
物
が
納
豆
だ
。
(
ウ
ナ
ギ
文
↓
二
重
主
語
文
)

太
郎
は
身
分
が
大
学
生
だ
。
(
解
説
文
↓
二
重
主
語
文
)

と
い
う
こ
重
主
語
の
文
も
構
成
さ
れ
る
。

二
体
言
文
に
見
ら
れ
る
二
重
主
語
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、

〈
X
〉
ハ
〈

Y
〉
ダ
。
(
ウ
ナ
ギ
文
/
解
説
文
)

主

語

述

語

。

〈
X
〉
ハ
〈
Z
〉
ニ
関
シ
テ
ハ
〈
Y
〉
ダ
。
(
枠
組
関
係
文
)

主

語

枠

組

関

係

述

語

〈
X
〉
ハ
〈
Y
〉
ガ
〈
Z
〉
ダ
。
(
二
重
主
語
文
)

総

主

主

語

述

語

〈
X
〉
ハ
〈
Z
〉
ガ
〈

Y
〉
ダ
。
(
二
重
主
語
文
)

総

主

主

語

述

語

と
し
て
一
般
化
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

五

お
わ
り
に

二
重
主
語
の
現
象
は
、
用
言
文
専
属
の
も
の
で
は
な
い
。
用
言
文
で
の
有
題

文
の
題
目
|
解
説
関
係
と
、
用
言
文
の
格
関
係
(
無
題
文
)
と
の
相
互
転
換
に

よ
り
説
か
れ
る
二
重
主
語
文
の
論
理
は
、
日
本
語
の
文
を
隈
無
く
照
ら
す
と
い

う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
放
射
状
と
い
う
平
面
的
な
広
が
り
を
指
す

格
関
係
は
体
言
文
の
論
理
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
(
石
神
二

O
O

五
)
。
形
容
詞
文
の
主
語
l
述
語
関
係
と
、
動
詞
文
の
格
に
よ
る
構
文
関
係
と

の
聞
の
亀
裂
以
上
に
、
名
調
文
の
主
語
|
述
語
関
係
と
、
形
容
詞
文
の
主
語
1

述
語
関
係
に
亀
裂
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

体
言
文
研
究
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
文
を
用
言
文
め
か
し
て
扱
う
こ
と

で
は
な
く
、
論
理
的
に
は
推
論
関
係
へ
と
展
開
し
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

現
象
的
な
扱
い
を
超
え
て
、
根
拠
の
論
理
を
追
究
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
体
言

文
の
研
究
は
文
法
論
の
地
平
を
拓
く
。

〈
注
〉

草
野
は
、
論
文
の
冒
頭
で
、

一
昨
年
ノ
五
六
月
頃
ノ
本
誌
一
一
載
セ
タ
ル
予
ガ
「
所
見
」
ノ
中
ニ
、
仮
文
主
ト

イ
フ
自
説
ノ
名
称
ニ
テ
一
言
シ
置
キ
タ
ル
ハ
、
即
チ
葱
一
一
説
カ
ン
ト
ス
ル
総
主

ノ
事
ナ
リ
。

と
説
く
。
こ
れ
は
「
批
評
大
槻
氏
の
広
日
本
文
典
を
読
み
て
所
見
を
陳
ぶ
」

ミ
帝
国
文
学
」
三
一
巻
六
号
、
明
治
三

O
年
六
月
)
を
指
し
て
い
る
。

2

佐
久
間
で
は
、
「
物
語
文
」
と
「
品
定
め
文
」
と
い
う
区
分
の
「
品
定
め
文
」

が
該
当
す
る
。
コ
一
上
で
は
「
動
詞
文
」
と
「
名
詞
文
」
の
「
名
詞
文
」
で
あ
り
、

川
端
で
は
「
形
容
詞
文
」
と
す
る
。
な
お
、
三
尾
砂
(
一
九
四
八
)
の
「
判
断

文
」
も
こ
こ
に
位
置
す
る
。

3
我
々
が
単
独
で
直
ち
に
思
い
浮
か
べ
る
体
言
文
は
、
事
物
に
内
包
規
定
を
与
え

る
正
規
解
説
文
で
あ
る
。
そ
の
他
の
も
の
は
、
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
存
在
す
る

に
は
、
文
脈
的
な
背
景
が
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
問

答
関
係
で
応
答
に
相
当
す
る
と
い
う
文
脈
を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

1 
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